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こども計画策定に係る若い世代アンケート調査結果【概要】 

１ 調査の目的 

計画の策定にあたって、若い世代を取り巻く環境、生活の実態を把握するとともに、こどもの視点

に立った計画となるよう、意識や意見を収集しました。 

２ 調査の設計 

○調査地域 菊川市全域 

○調査対象 市内に在住する若い世代 

（小学５年生、中学２年生、18 歳から 24 歳の方） 

○抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出法 

○調査方法 郵送によるアンケート調査、郵送による回収及びオンラインによる回収 

○調査期間 令和６年５月２日(木)～５月 15 日(水) 

３ 配布・回収状況 

本アンケートの配布数と有効回収数は下記の通りです。 

配布数 有効回収数 有効回収率 

1,000 249 24.9% 

 

（１）放課後から帰宅までの居場所について（問８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N ど
こ
に
も
寄
ら
ず
に
家
に

帰
る

部
活
や
サ
ー

ク
ル
の
活
動

場
所

塾
や
予
備
校
、

習
い
事
教

室 友
人
の
家

家
の
近
所
（

公
園
な
ど
）

ア
ル
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イ
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公
民
館
や
図
書
館
な
ど
の

公
共
施
設

シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
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ど
の
商
業
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設

カ
フ
ェ

や
フ
ァ
ー

ス
ト

フ
ー

ド
店
な
ど
の
飲
食
店

そ
の
他

無
回
答

全体 209 68.9% 26.8% 8.1% 6.2% 4.8% 4.8% 3.8% 3.3% 1.4% 2.4% 3.8%

河城小学校 30 80.0% 13.3% 6.7% 0.0% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 3.3% 0.0% 6.7%

堀之内小学校 31 77.4% 29.0% 3.2% 3.2% 0.0% 9.7% 0.0% 9.7% 3.2% 0.0% 6.5%

加茂小学校 28 57.1% 39.3% 14.3% 14.3% 14.3% 3.6% 10.7% 0.0% 3.6% 3.6% 0.0%

六郷小学校 41 68.3% 29.3% 12.2% 7.3% 2.4% 4.9% 2.4% 0.0% 0.0% 4.9% 2.4%

内田小学校 14 64.3% 21.4% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 14.3% 14.3%

横地小学校 10 60.0% 20.0% 10.0% 10.0% 10.0% 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0%

小笠北小学校 27 77.8% 22.2% 7.4% 3.7% 0.0% 3.7% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7%

小笠南小学校 10 40.0% 50.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0%

小笠東小学校 11 63.6% 18.2% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0%

牧之原小学校 3 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

小学5年生 87 79.3% 1.1% 5.7% 6.9% 5.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.6% 5.7%

中学2年生 81 66.7% 50.6% 8.6% 4.9% 3.7% 0.0% 3.7% 0.0% 0.0% 1.2% 3.7%

18歳以上 39 48.7% 35.9% 12.8% 7.7% 5.1% 25.6% 12.8% 17.9% 7.7% 0.0% 0.0%

居
住
地

年
齢

○全体では、「どこにも寄らずに家

に帰る」が最も多く、約７割。 

○年齢別にみると、小学生は、「ど

こにも寄らずに家に帰る」が約８

割で、塾や友人の家、家の近所

（公園など）がそれぞれ５％程

度。 

○中学生も「家に帰る」が最も多

く、続いて部活やサークル活動

が５割となっている。 

○18 歳以上は、「家に帰る」が多

いが、アルバイトや商業施設な

ど、居場所は様々。 
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○「大学、大学院まで進学したい」が５割。高校卒業後就

職したい」は約２割。 

○進路について「希望通りに進めると思う」は、約８割。

「進めないと思う」は 7.2％。 

○「進めないと思う」理由として、小学生、中学生の中

に、「家族の事情（世話をしなければならない）」や、

「経済的に希望の進路を進むのは難しい」という回答

が見られる。 

○「とても幸せだと思う」と「幸せだと思う」を合

わせると、約９割。 

○幸せを感じるのは、「家族と一緒に過ごして

いるとき」や「友だちと一緒にいるとき」が多

い。 

○一方で、ゲームやインターネット、音楽、ひと

りでいる時などの割合も多い。 

（２）進路についての希望（問９，問 10） 
 

【希望する進路】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【希望通りに進めそうか】           【そう思う理由】 

 

 

 

 

 

 

 

（３）幸せだと思うか。（問 11） 

【幸せだと思うか】                【どんな時に幸せを感じるか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中学卒業後、

就職したい

1.0% 高校卒業後、

就職したい

18.2%

大学・大学院

まで進学した

い

48.3%

よくわからな

い

19.1%

その他

10.0%

無回答

3.3%

【N=209】

進めると思う

81.3%

進めないと思

う

7.2%

無回答

11.5%

【N=209】

とても幸せだ

と思う

37.3%幸せだと思う

52.6%

あまり幸せだ

と思わない

6.4%

幸せだと思わ

ない

1.2%

無回答

2.4%

【N=249】

全体 小学５年生 中学２年生 １８歳以上
N 249 87 84 76

家族と一緒に過
ごしているとき

66.7% 77.0% 65.5% 55.3%

友だちと一緒に
いるとき

79.5% 79.3% 83.3% 75.0%

勉強していると
き

11.2% 12.6% 10.7% 9.2%

部活動や習い事
をしているとき

33.3% 34.5% 50.0% 13.2%

住んでいる場所
の行事に参加す

るとき
17.3% 21.8% 26.2% 1.3%

買い物をしてい
るとき

30.5% 17.2% 44.0% 30.3%

本を読んでいる
とき

32.1% 33.3% 41.7% 19.7%

音楽を聞いてい
るとき

54.6% 40.2% 63.1% 60.5%

テレビを見てい
るとき

39.0% 49.4% 45.2% 18.4%

ゲームをしてい
るとき

60.6% 73.6% 65.5% 39.5%

インターネット
をしているとき

47.4% 37.9% 59.5% 44.7%

ひとりでいると
き

28.5% 18.4% 34.5% 32.9%

楽しさを感じる
ときはない

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 7.2% 4.6% 8.3% 9.2%
無回答 2.0% 3.4% 2.4% 0.0%

N 実現するため
には、たくさ
んの努力が必
要だから

家族の事情
（世話をしな
ければならな
い）などがあ

るから

経済的に希望
の進路を進む
のは難しいと
感じているか

ら

その他

全体 15 60.0% 6.7% 26.7% 20.0%

河城小学校 3 66.7% 33.3% 0.0% 0.0%

堀之内小学校 1 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

加茂小学校 3 0.0% 0.0% 33.3% 66.7%

六郷小学校 3 66.7% 0.0% 66.7% 0.0%

内田小学校 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

横地小学校 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

小笠北小学校 2 100.0% 0.0% 50.0% 0.0%

小笠南小学校 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

小笠東小学校 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

牧之原小学校 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

小学５年生 6 50.0% 16.7% 33.3% 16.7%

中学２年生 9 66.7% 0.0% 22.2% 22.2%

１８歳以上 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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（３）自分自身のことをどう思うか。（問 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）好きなことをする時間があるか。（問 15） 

○全体では、「ある」と「ときどきある」合わせると約９割。年齢が上がるにつれ、「あまりない」の割

合が多くなっている。 

 

 

 
 

【好きなことをする時間がない理由】（時間がないと答えた人のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

（５）家の手伝いや家族の面倒をみることをどのように思うか。（問 16） 

 

 

 

 

47.0

31.7

36.5

19.3

36.9

39.0

42.6

49.0

36.9

28.9

32.1

35.3

5.2

12.0

19.3

30.1

16.5

17.3

2.8

3.6

4.0

18.9

10.8

5.2

2.4

3.6

3.2

2.8

3.6

3.2

１,頑張れば、結果を出せる

N=249

２,自分は価値のある人間だと

思う

N=249
３,自分には人より優れたとこ

ろがある

N=249

４,不安はない

N=249

５,孤独を感じることはない

N=249

６,自分の将来が楽しみだ

N=249

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

無回答

N ある ときどきある あまりない ない 無回答

全体 249 69.9% 19.7% 6.8% 0.8% 2.8%

小学５年生 87 78.2% 14.9% 2.3% 0.0% 4.6%

中学２年生 84 69.0% 20.2% 8.3% 0.0% 2.4%

１８歳以上 76 60.5% 25.0% 10.5% 2.6% 1.3%

57.9%

26.3%

10.5%

10.5%

5.3%

0.0%

0.0%

15.8%

0.0%

勉強や仕事がいそがしいから

塾、習い事に行くから

家の手伝いをするから

学校のクラブ活動があるから

アルバイトがいそがしいから

祖父母の面倒をみるから

兄弟姉妹の面倒をみるから

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

【N=19】

N 家族なので、
助け合いは当
たり前で、負
担に感じるこ
とはない

家族なので、
助け合いは大
切だが、友達
と遊んだり、
自分の自由な
時間が欲しい
と感じる時は

ある

本当は自分の
ために時間を
使いたいの
で、手伝いや
家族の面倒を
みることを負
担に感じてい

る

自分が手伝い
や家族の面倒
をみないと誰
もやる人がい
ないので、辛
くてもやって

いる

その他 無回答

全体 249 49.8% 35.7% 7.6% 0.4% 3.6% 2.8%

小学５年生 87 48.3% 41.4% 3.4% 0.0% 2.3% 4.6%

中学２年生 84 56.0% 28.6% 10.7% 0.0% 1.2% 3.6%

１８歳以上 76 43.4% 38.2% 9.2% 1.3% 7.9% 0.0%

○全体では、自己肯定感が低い

回答は少ない。 

○不安については、不安の「ある」

「なし」がそれぞれ約半分の割

合になっている。 

○少ないものの、自己肯定感の

低い若者が一定数いることが

伺える。 

 

○「勉強や仕事が忙しいから」が

最も多く約６割。次いで塾・習

い事などが続いており、自分の

ための時間として使っているこ

とが伺える。 

○一方で、「家の手伝いをするか

ら」が、「学校のクラブ活動」と

並んで 10.5％となっている。 

○祖父母や兄弟姉妹の面倒をみ

るために好きなことをする時間

がない回答は無かった。 

○家の手伝いや家

族の面倒をみるこ

とを、負担に感じ

ている割合は、全

体で 7.6％。 

18 歳以上で「辛く

てもやっている」

という回答があ

る。 
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（６）生活にかかるお金について感じていること（問 18） 

 

 

 

 

 

 

 

（７）学校で辛い経験をしたことがあるか（問 25） 

 

 

 

 

（８）学校、クラブや塾などでいじめを経験したことがありますか。（問 25） 

 

 

 

 

（９）日常生活において自分の居場所はどこにあると感じるか。（問 27） 

 

 

 

 

 

  

生活には困ら

ない、普通と

感じており安

心している

66.7%

生活にゆとりがあ

り、安心している

21.3%

周りの子と比

べて、少し生

活することが

苦しいと感

じ、不安に

思っている

8.4%

学校や生活で必要なも

のが買えない時があ

り、苦しいと感じ、不

安に思っている

0.4%
無回答

3.2%

【N=249】

○「生活に困っていない割

合」は、約９割。 

○「少し苦しい」は、8.4％、

「必要なものが買えない時

があり、苦しい、不安」は

0.4％。 

○少ないながらも、生活に経

済的な苦しさを感じている

若い世代がいる。 

N いじめを受け
た

クラスでの孤
立

成績が悪い 先生との関係
が悪い

通学が長い間
できない（体
調不良以外）

体罰やハラス
メントを受け

た

友達とのけん
か

その他 無回答

全体 249 14.5% 6.0% 14.5% 5.6% 1.2% 2.8% 18.1% 14.5% 39.4%

小学５年生 87 11.5% 0.0% 6.9% 5.7% 0.0% 1.1% 23.0% 19.5% 39.1%

中学２年生 84 14.3% 7.1% 17.9% 2.4% 1.2% 2.4% 19.0% 15.5% 42.9%

１８歳以上 76 17.1% 11.8% 19.7% 9.2% 2.6% 5.3% 11.8% 6.6% 36.8%

N いじめたこと
がある

いじめを見た
り、聞いたり
したことがあ

る

いじめられた
ことがある

いじめたこと
があるし、い
じめられたこ
ともある

いじめは、全
く経験したこ
とがない

無回答

全体 249 1.6% 13.7% 12.9% 2.8% 63.5% 5.6%

小学５年生 87 2.3% 6.9% 13.8% 1.1% 66.7% 9.2%

中学２年生 84 1.2% 17.9% 10.7% 2.4% 63.1% 4.8%

１８歳以上 76 1.3% 17.1% 13.2% 5.3% 60.5% 2.6%

○「友達とのけんか」や「いじめを受けた」、「成績が悪い」が多い。 

○「体罰やハラスメントを受けた」は全ての年代で一定程度いることが伺える。 

○全体で、何らかのいじめの経験があるのは、約３割。 

○「自宅」や「自分の部屋」などが多い。 

○中学生以上で、「インターネットでの友人との交流」の割合が多い。 

○「住んでいる地域との関わり」は小学生、中学生では１割を超えているが、18 歳以上では、6.6％と

少なくなっている。 

N 自分の部屋 自宅 学校（自分の
クラス）

学校（部活動
やサークル活

動）

インターネッ
ト（ＳＮＳ）
での友人との

交流

住んでいる地
域との関わり

友人との交流 居場所がない
と感じている

その他 無回答

全体 249 58.6% 80.3% 39.8% 24.5% 14.5% 11.2% 49.4% 0.4% 1.6% 0.8%

小学５年生 87 42.5% 86.2% 47.1% 13.8% 2.3% 14.9% 39.1% 0.0% 2.3% 1.1%

中学２年生 84 69.0% 81.0% 54.8% 44.0% 21.4% 11.9% 58.3% 0.0% 1.2% 1.2%

１８歳以上 76 65.8% 72.4% 14.5% 15.8% 21.1% 6.6% 51.3% 1.3% 1.3% 0.0%
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（10）地域や近所の人とどのような関わりかたをしているか。（問 28） 

 

 

 

 

 

 

 

（11）市の相談サービスについて認知度（問 47） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）相談サービスを利用したくない場合の理由（問 48） 

 

外で会った時

に、挨拶をす

る程度

57.0%
親など、家族の大人だけ

がつきあっている

12.9%

暮らしの中で色々な助け

合いをしている

10.0%

まったくつき

あいはない

7.6%

家の前や公園

などで世間話

をするが、暮

らしの中に入

り込んだつき

あいはない

5.6%

一緒に外出したりす

るが、助け合ったり

困りごとを相談した

りする間柄ではない

1.6%

困りごとや悩

みごとを相談

し合っている

1.2%

その他

1.6%

無回答

2.4%

【N=249】

51.8

29.7

26.9

35.3

27.7

24.1

16.1

34.5

19.3

19.3

66.7

44.6

29.7

67.5

59.0

66.3

71.9

79.1

61.0

75.5

76.3

28.5

3.6

3.6

3.6

3.6

3.6

3.6

3.6

3.6

3.6

3.6

3.6

①子ども人権110番

N=249

②家庭児童相談

N=249

③心配ごと相談

N=249

④教育相談

N=249

⑤ひきこもり、不登校相談

N=249

⑥うちあけダイヤル

N=249

⑦「しずおかこども・家庭相談」

N=249

⑧24時間子供SOSダイヤル

N=249

⑨教育相談ハロー電話「ともし

び」

N=249

⑩こども家庭センター

N=249
⑪スクールカウンセラー・ス

クールソーシャルワーカーへ

の相談

N=249

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

49.0%

15.7%

14.1%

13.7%

9.6%

9.2%

5.2%

1.6%

7.2%

21.3%

相談したいことがない、困りごとが起きないと思う

相手にうまく話せないと思う

相談しても解決できないと思う

何をきかれるか不安に思う

相談に行ったことを人に知られたくない

自分や家族のことを知られたくない

お金がかかると思う

相談場所が遠くて行きにくい

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

【N=249】

○「外で会った時に挨拶する程度」が

約６割。 

○「暮らしの中で色々な助け合いを

している」と、「困りごとや悩みごと

を相談し合っている」を合わせて、

地域で助け合ったり、相談しあっ

ているのは、約 1割程度。 

○「スクールカウンセラー・スクール・

ソーシャルワーカー」の認知度は

高いが、「しずおかこども・家庭相

談」「こども家庭センター」などは

認知度が低い。 

○「相談したいことがない、困りごと

が起きないと思う」が最も多い。 

○一方で、相談した時の費用や秘密

保持について不安を感じており、

相談しないという回答も一定数あ

る。 

 


